
 

「子ども本位」の指導の推進 

～ 福岡県独自の指導方法『鍛
きた

ほめ福岡メソッド』の展開 ～ 
 
 

教育は、子どもに関わる大人たちが共通の認識に立ち、同じ方向を向いて働きかけるからこそ、

その効果が高まるものであり、このような視点からの取組が必要です。 

 

このため、県教育委員会は、学校、家庭、地域が様々な教育課題を共有し、同じ方向を向いて

協力し合いながら、子どもの学ぶ意欲や自尊感情、向上心やチャレンジ精神、勤勉性や困難に立

ち向かう心など、子どもが自律的に成長するための原動力となる人格的資質を育成するため、「鍛

えて、ほめて、子どもの可能性を伸ばす」をコンセプトとした福岡県独自の指導方法『鍛ほめ福

岡メソッド』を全県的に広く展開しているところです。 

 

また、これからの学校では、子ども一人一人の特性や学習進度等に応じて、ＡＩ学習ソフト等

の教材やオンライン学習、ＶＲ等を含むＩＣＴを活用した手法と、一斉学習や個別学習、グルー

プ別学習、興味・関心に応じた課題学習などの学習形態を様々に組み合わせて実施することによ

り、個々の子どもにとってより最適な学びを提供していくことが求められます。 

  本県では、これらの様々な学習活動が、全ての子どもの個々に応じた自律的で主体的な活動と

なるよう『鍛ほめ福岡メソッド』の手法・考え方を通底させることにより、子どもの「未来社会

の創り手」となるための基礎・基本となる様々な資質能力を個別最適かつ効果的に伸ばしていく

「子ども本位」の指導を推進します。 

 

■「鍛ほめ福岡メソッド」 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コンセプト】     鍛えて、ほめて、子どもの可能性を伸ばす！ 

鍛えて（いろいろ試して解決したいと思う心やできないことをできるようになりたいと思う心を） 

ほめて（取組の結果や取り組んできた過程を） 

子どもの可能性（学ぶ意欲や自尊感情、向上心やチャレンジ精神、勤勉性や困難に立ち向かう心等）を伸ばす。 

【仕組み】 

(１） 《目標設定の活動》 

・指導者、子ども一人一人ま

たは子ども同士のグループ

が、やや困難な課題や目標

を設定する。 

（３） 《振り返る活動》 

・指導者が振り返りの場を設

定し、指導者または子ども同

士が、その頑張りをほめる、

認める。 

 

 
（２） 《挑む活動》 

・子ども一人一人または子ども

同士のグループが、周りの人

から最小限の支援を受けつつ

自らの力で解決に挑む。 

【鍛える】 

 【鍛える】 【ほめる】 

【伸ばす】 

 

 

 

教育の基本目標 

 

 教育基本法においては、教育の目的を、「人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の

形成者」としての国民の育成を期することとし、この目的を実現するために「幅広い知識と教養

を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに、健やかな身体を養

うこと」など、５つの目標を掲げています。 

 

また、本県の教育大綱では、福岡県の未来への扉を開くために、世界を視野に未来を見据えて

「次代を担う『人財』の育成」を目指し、これからの子どもに求められる力として、「学力・体力・

豊かな心」、「柔軟な思考力、創造力、多様な他者と協働する力」を掲げ、教育がこれらの力を育

成するために中心的な役割を果たすことが期待されています。 

 

 さらに、県教育委員会では、本県の教育大綱を踏まえ、福岡県学校教育振興プランにおいて、

学校教育の目標を「社会的自立の基盤となる、学力、体力、豊かな心を培うとともに、社会の変

化に対応し、社会を支え、その発展に寄与する力を育成すること」と掲げています。 

 

 県教育委員会では、この教育基本法における教育の目標を基本に据えつつ、福岡県教育大綱及

び福岡県学校教育振興プランを踏まえ、本県における「教育の基本目標」を、次のように定めて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育の基本目標】 

 

○ 真理を求め、意欲的に学ぶ態度をもち、社会的自立の基盤となる確かな学力、たくましく生き

るための健康や体力、豊かな情操と道徳心を備えた県民を育成すること。 

○ 志と自律心をもち、創造性や個性に富み、生涯にわたって学ぶ県民を育成すること。 

○ 正義を愛し、他者を思いやり、共に生きる心や公共の精神に基づく強い自覚と実践力をもち、

人権を尊重する県民を育成すること。 

○ 命あるものを尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する県民を育成すること。 

○ 自ら考え、多様な価値観の人々と協働し、課題を解決していく力を身に付けるとともに、社会

の変化に対応し、社会を支え、その発展に寄与する県民を育成すること。 

○ 文化と伝統を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うとともに、人

類の平和と発展に貢献できる国際性豊かな県民を育成すること。 
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